平成23年5月8日(日)　｛ファイル　３５０7－遺稿2．Doc｝　　　　　　　　　　　　　　　　（最終校正３５０８－８：１０）
○題名「 上杉から北條へ」その交代劇を思う
○副題（主家を変えるとは、主家に背くことであり、その行為は人倫に悖るとするのが世間の規範であった。と思うに敢えてそうした関係者の事情と、その後の評価を尋ねる）　　　

「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　当地の鉢形城は長尾景春が築いたと言われています。とはいえ現実は長尾景春をリーダーとする集団がそれにあたったことで





　


論題は本書の「中世」にあってその部分は「福島正義」氏の執筆とようである。因みに同氏の著書『武蔵武士』に「原論題」の言は












































　提言が長引いたが①は『寄居町の歴史』百十四頁。②は新井佐治郎『埼玉史談』第十六巻、二十四、五頁。③は加茂下の論文『中世末期の秩父十三、四頁。


時局の背景は川越夜戦の趨勢から当地の藤田氏はそれまでの主家上杉から新興の小田原北條氏に鞍替えしていく情勢である。


　その代表的見解として『寄居町の歴史』を取り上げたが従来の公的見解は概ねこのようで平穏に政権交代できたように思っていた。確かにこの本の中にも新旧勢力間に軋轢のあったことを間接的に巧みな表現はされている。


　それに対し②の論文が私の思考を大きく刺戟した。所載誌は地元図書館にはなく県立図書館から取り寄せてもらった。そこにはこのことのみならず藤田康邦と用土新左衛門は同一人か否かなど、地元では同一人として周知されていると思っていたことにメスを入れられていた。


　③の筆者も同じ秩父の人で年齢差は大きいようであるが私見では当地の平穏な政権委譲ではなく厳しい現実があったとの新井氏の見解を踏襲した上に新たな感覚での権力構造とその変化を見つめていると思える。


　私は町の平穏委譲説は何か糊塗を覚え、史実は軋轢を伴った説に立脚して 鉢形城史観を培いたい。





論題①「北條家に従属した康邦は、氏康の三男氏邦を娘の大福御前の婿養子にすることにして、長男重連と次男信吉とを連れて用土城に隠退し、名を用土新左衛門尉と改めた」


②（前項を肯定して）「しかし、彼らが心から北條に服したのではなかったらしい。藤田右衛門佐自身も旧主の許へ戻るか、北條にとどまるか、二者択一を迫られたかも知れない」


③）「逆にいえば大石氏や藤田氏にしてみれば、戦乱の世の中で、日の出の勢いで伸びてくる小田原北條氏の勢力の前にそうするしか家の存続をはかる方法はなかったのだ。関東地方は北條方の諸将も景虎方に寝返る者も現れた。 鉢形城周辺の猪俣氏や飯塚氏、桜沢氏などのほか氏邦と養子縁組を結んだ藤田氏の支族の中にまで景虎方の傘下に降ったものも現れた。日尾城・天神山城・高松城にたてこもり北條方に敵対する勢力も存在して郡内に「一乱」が起こったのである」





（典拠）①は平成元年刊。②は昭和四十年頃。③は平成四年刊。この筆者はこの後間もなく逝去とのことです。











（蛇足）自身の見聞の狭量を恥じるのみだが、主従交代は平穏裡に進行したと、言われ・聞かされ・信じさせられたような気がする。今にしてみるとその恥部にメスを入れていた先人の存在を畏敬する外ない。人情の機微は今も昔も同じだが、その表現・公開は時流に左右されたかもしれないと思えた。

